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側の心理的側面として emotional availability (Emde & 































0 歳～3 歳の各年齢でビデオクリップを作成する。 
研究 1 では、VTR 刺激作成のため、25 名（0 歳児：






関する信頼性は、第 1 著者と第 2 著者の評定一致率
で示された。研究 2 では、作成された VTR 刺激の妥
当性を検討するため、乳幼児を持つ養育者、126 名
（0 歳児：26 名 1 歳児：39 名 2 歳児：28 名 3





   








作成のため、25 名（0 歳児：5 名 1 歳児：8 名 2
歳児：6 名 3 歳児：6 名）の乳幼児の自由遊び場面
を 1 人 30 分程度録画した。 
「親と子どもの発達センター」が開放されていな
い日に親子で来ていただき、自由に遊んでいる場面









録画された VTR から乳幼児の表情行動、発語から、 
情動がポジティブ、ネガティブ、ニュートラルと考
えられる場面を各年齢（0 歳、1 歳、2 歳、3 歳）で
切り取った 30 秒のビデオクリップを作成した。作成
したビデオクリップの数は以下の通りである。 
◎0 歳児の情動場面のビデオクリップ：35 クリップ 
ポジティブな情動場面 12  
ネガティブな情動場面 12  
ニュートラルな情動場面 11 
◎1 歳児の情動場面のビデオクリップ：51 クリップ
ポジティブな情動場面 19  
ネガティブな情動場面 14  
ニュートラルな情動場面 18 
◎2 歳児の情動場面のビデオクリップ：38 クリップ
ポジティブな情動場面 19  
ネガティブな情動場面 10  
ニュートラルな情動場面 9 
◎3 歳児の情動場面のビデオクリップ：32 クリップ
ポジティブな情動場面 18  






120 クリップを選定した。選定基準として Emde  et 
al(1994）による Dimensional Code Sheet を第一著者が
翻訳したものを使用した。Emde  et al(1994）による
Dimensional Code Sheet は、乳幼児の表情写真を刺激
として養育者の情動認知を測定する The IFEEL 
Pictures のなかで使用されており、乳幼児の情動を
 High Arousal－Low Arousal と Pleasant Feelings－
Unpleasant Feelings の 2 軸で評定する Code である。2
軸共に 9 件法（－４～４）で評定を行った。 
 

























         
         
         
         
         
         
         
         
Low Arousal 
Figure1  Dimensional  Code  Sheet   
Emde  et al(1993） 
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覚醒：低 
    Figure2  情動評定表  











Table 1 年齢ごとの一致率（κ係数） 
 快⇔不快（κ係数） 覚醒：高⇔覚醒：低
（κ係数） 
0 歳 .737 .737 
1 歳 .667 .750 
2 歳 .643 .722 

















ポジティブな情動場面 11  
ネガティブな情動場面 11  
ニュートラルな情動場面 8 
◎1 歳児の情動場面のビデオクリップ 
ポジティブな情動場面 11  
ネガティブな情動場面 8  
ニュートラルな情動場面 11 
◎2 歳児の情動場面のビデオクリップ 
ポジティブな情動場面 13  
ネガティブな情動場面 8  
ニュートラルな情動場面 9 
◎3 歳児の情動場面のビデオクリップ 
ポジティブな情動場面 18  





126 名（0 歳児：26 名 1 歳児：39 名 2 歳児：28

















だいた親子計 126 組を対象とした。 



















































































（1）本研究は、第 1 著者に対する平成 28 年度文部
科学省科学研究費補助金基盤研究（C）交付（平
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